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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

５
月
24
日
、
第
２
回
幹
事
会
を

開
催
し
、
①
清
掃
退
職
者
会
10
年

度
学
習
会
の
企
画
、
②
旅
行
会
会

計
の
廃
止
と
今
後
の
運
営
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
は
、
別
記
の
よ
う
に
６

月
25
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

学
習
会
の
テ
ー
マ
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
や
年
金
、
社
会
保

障
の
制
度
設
計
の
見
直
し
な
ど
、

高
齢
者
を
取
り
巻
く
最
近
の
状
況

を
学
ぶ
こ
と
と
、
自
治
体
退
職
者

会
が
進
め
て
い
る
保
険
事
業
の
説

明
で
す
。
ま
た
、
学
習
会
の
後
、

交
流
会
を
も
ち
ま
す
の
で
、
是
非

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

旅
行
会
の
会
計
を
廃
止
し
、
退

職
者
会
会
計
へ
一
本
化
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

清
掃
退
職
者
会
旅
行
会
「
清
友

会
」
は
、
独
立
し
た
会
計
を
設
置

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
旅
行

会
に
は
自
主
財
源
が
な
く
、
旅
行

会
の
運
営
は
、
旅
行
参
加
者
の
会

費
と
退
職
者
会
よ
り
の
補
助
金
を

原
資
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
独
立

し
た
会
計
を
設
置
し
て
お
く
意
味

は
な
く
な
っ
た
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

旅
行
会
の
残
金
２
８
、６
０
９
円

は
、
退
職
者
会
会
計
へ
「
雑
収
入
」

と
し
て
繰
り
入
れ
ま
す
。

清掃退職者会
2010年度学習会

●日　時　６月 25 日（金）
午後１時 30 分開催

●場　所　ＳＫホール
（清掃会館地下１階）

千代田区飯田橋 3-9-3
03-3237-9995

●テーマ
①高齢者をめぐる情勢と課題
②自治退共済・保険事業

●講　師　佐藤征義氏
自治退都本部会計
労働行政退職者会会長

※学習会終了後、概ね３時頃から交
流会をもちます。

※６月 19 日までに「出欠」の連絡
をお願いします。

第２回
幹事会

清
掃
退
職
者
会
学
習
会

を
６
月
25
日
開
催
、
旅

行
会
計
を
廃
止
し
退
職

者
会
の
会
計
に
一
本
化

学
習
会
の
テ
ー
マ

旅
行
会
計
を
廃
止

１

会
員
拡
大
へ
議
論

　

幹
事
よ
り
、
会
員
拡
大
へ
向
け

て
、
①
各
区
・
一
組
選
出
中
央
執

行
委
員
に
取
組
み
を
強
化
し
て
も

ら
い
た
い
、
②
会
員
拡
大
用
に
機

関
紙
を
複
数
郵
送
し
て
ほ
し
い
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
部
・
支
部
へ
の
要
請
を
強
め

る
と
と
も
に
、
会
員
自
身
の
取
組

み
の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
会
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
う
よ
う
な
会
の
運
営
を
行
う
こ

と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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ど
ん
な
社
会
を
選
ぶ
の
か

▼
ど
う
も
う
な
「
弱
肉
強
食
社

会
」
は
、
小
さ
な
政
府
で
、
強
い
者
の

み
が
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
ア
メ
リ

カ
型
社
会
。
小
泉
・
竹
中
路
線
。

▼
「
矯
正
さ
れ
た
市
場
社
会
」
は
、
ほ

ど
よ
い
政
府
で
、
必
要
と
す
る
者
が
約

束
さ
れ
た
範
囲
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
「
再
分
配
社
会
」。
分
配
す
る
た

め
の
負
担
が
必
要
に
な
る
。

自治体退職者会関東甲・
北信・東海地区学習会

　

５
月
20
日
・
21
日
に
、
自
治
体
退
職

者
会
関
東
甲
・
北
信
・
東
海
地
域
学
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
は
、
①
当
面
す
る
特
徴
的
情

勢
と
自
治
退
の
課
題
（
真
柄
自
治
退
会

長
）、
②
社
会
保
障
の
充
実
と
財
源
（
川

端
自
治
退
事
務
局
長
）、
③
自
治
退
保
険

事
業
の
推
進
（
金
井
自
治
退
会
計
と
東

京
海
上
日
動
火
災
担
当
者
）、
④
「
笑
っ

て
も
っ
と
元
気
に
」（
日
本
笑
い
学
会
講

師
・
藤
井
敬
三
氏
）
と
、
盛
り
沢
山
で

し
た
。
紙
面
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

「
社
会
保
障
の
充
実
と
財
源
」
と
「
笑
っ

て
も
っ
と
元
気
に
」
の
講
義
内
容
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

社
会
保
障
に
い
く
ら
か
け
る

▼
社
会
保
障
は
「
い
く
ら
か
か

る
か
」
で
は
な
く
、「
い
く
ら
か
け
る
か
」

に
発
想
を
転
換
す
べ
き
。

▼
社
会
保
障
に
必
要
な
財
源
は
、「
弱

肉
強
食
社
会
」
で
は
小
さ
い
が
、
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
「
再
分
配
社
会
」

で
は
、
大
き
な
財
源
が
必
要
に
な
る
。

▼
社
会
保
障
国
民
会
議
の
試
算
で
は
、

社
会
保
障
機
能
強
化
の
追
加
所
要
額

は
、
５
年
後
に
8.3
兆
円
、
15
年
後
は

20
兆
円
必
要
に
な
る
と
し
て
い
る
。

▼
社
会
保
障
の
充
実
に
は
大
き
な
財

源
・
公
費
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
財
源

を
用
意
す
る
こ
と
が
重
要
。

歳
出
は
ど
う
な
っ
て
い
る

▼
平
成
22
年
度
予
算
の
総
額

は
92
・
３
兆
円
。
社
会
保
障
費
27
・

３
兆
、
国
債
費
20
・
６
兆
、
地
方
交
付

税
17
・
５
兆
、
公
共
事
業
費
5.8
兆
、
文

教
科
学
費
5.6
兆
、
防
衛
費
4.8
兆
、
そ
の

他
10
兆
。

▼
社
会
保
障
の
拡
大
は
、
格
差
緩
和
と

将
来
不
安
解
消
に
よ
り
内
需
を
拡
大

し
、
経
済
成
長
を
も
た
ら
す
。

収
支
は
ど
う
な
っ
て
い
る

▼
税
収
は
下
が
る
一
方
、
歳
出

は
増
え
る
一
方
。
平
成
21
年
度
は
公
債

発
行
額
が
税
収
を
上
回
り
、
政
府
債
務

の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
200
％
に
達
し
、
昭
和

45
年
の
敗
戦
年
次
を
超
え
た
。
ま
さ
に

戦
時
体
制
に
等
し
い
状
況
に
あ
る
。

▼
社
会
保
障
を
抑
制
し
経
済
成
長
に
よ

る
税
収
増
に
よ
り
「
お
こ
ぼ
れ
が
い
き

わ
た
る
」
と
い
う
小
泉
・
竹
中
改
革
の

誤
り
は
、
事
実
が
証
明
し
て
い
る
。

▼
事
業
仕
分
け
な
ど
の
歳
出
見
直
し
は

必
要
だ
が
、
限
界
が
あ
る
。
埋
蔵
金
も

安
定
財
源
で
は
な
い
。

▼
国
家
財
政
の
破
綻
を
避
け
る
た
め
、

負
担
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

負
担
は
応
能
か
応
益
か

▼
負
担
の
柱
は
、
税
と
公
的
保

険
料
に
あ
る
。

▼
「
弱
肉
強
食
社
会
」
の
負
担
方
式
は

「
応
益
」
＝
自
己
責
任
型
。「
再
分
配
社

会
」
の
負
担
方
式
は
「
応
能
」
＝
能
力

に
応
じ
て
負
担
。

社
会
保
障
の
充
実
と
財
源

消
費
税
の
引
上
げ
は

避
け
ら
れ
な
い
?!

川端事務局長

▼
わ
れ
わ
れ
が
目
指
す
の
は
、「
再
分
配

を
前
提
に
し
た
」
社
会
。

１

２

３４

５６

▼
現
行
制
度
は
「
応
能
」
と
「
応
益
」

が
混
在
。
①
基
礎
年
金
は
定
額
、
②
被

用
者
年
金
は
率
、
③
健
康
保
険
は
率
と

定
額
の
組
合
せ
、
④
税
は
応
能
が
中
心
。

▼
再
分
配
社
会
は
応
能
負
担
が
前
提
に

な
る
。
小
泉
・
竹
中
改
革
は
「
応
益
」

型
を
目
指
す
も
の
だ
っ
た
。

▼
国
債
費
や
地
方
交
付
税
は
簡
単
に
削

減
で
き
な
い
。

▼
防
衛
費
は
削
減
す
べ
き
だ
が
、
防
衛

費
4.8
兆
円
を
全
廃
し
て
も
社
会
保
障
を

ま
か
な
う
金
額
に
は
な
ら
な
い
。

財
源
調
達
・
保
険
料
と
税

▼
社
会
保
障
の
財
源
は
保
険
料

と
税
の
組
合
せ
。

▼
社
会
的
責
任
に
よ
る
再
分
配
は
「
税

に
よ
る
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
は
正
し

い
が
、
税
は
財
政
当
局
や
担
税
階
層
の

考
え
方
に
よ
る
変
動
要
素
が
大
き
い
。

▼
保
険
料
は
、
安
定
財
源
。
少
な
く
と

も
現
在
保
険
料
で
ま
か
な
っ
て
い
る
も

の
を
税
に
切
り
換
え
る
の
は
間
違
い
。

▼
基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
化
は
、
①

企
業
負
担
の
家
計
へ
の
転
嫁
、
②
掛
金

の
二
重
取
り
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
。
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■
赤
ち
ゃ
ん
は
な
ぜ
笑
う
か

(1)
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
は
よ
く
笑
い
、
笑

顔
が
可
愛
い
。
全
面
的
な
保
護
を
必

要
と
す
る
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
は
可
愛

い
か
ら
保
護
を
受
け
ら
れ
る
。

(2)
動
物
は
笑
わ
な
い
。

■
笑
い
に
は
医
学
的
効
果
が

(1)
緊
張
す
る
と
、
副
腎
か
ら
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
等
を
分
泌
す
る
。
ス
ト
レ
ス
も

緊
張
の
一
種
で
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
は
ス

ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
。
ス
ト
レ
ス
ホ
ル

モ
ン
は
免
疫
力
を
抑
制
す
る
の
で
、

免
疫
力
が
低
下
す
る
。

(2)
笑
う
と
、
脳
内
か
ら
エ
ン
ド
ル
フ
ィ

ン
を
分
泌
す
る
。
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン

は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
（
Ｎ
Ｋ
）
細

胞
を
活
性
化
さ
せ
、
免
疫
力
が
向
上

す
る
。
Ｎ
Ｋ
細
胞
は
が
ん
細
胞
を
攻

撃
し
破
壊
す
る
の
で
、
が
ん
に
な
り

に
く
く
な
る
。

(3)
笑
う
と
、
神
経
伝
達
物
質
の
ド
ー
パ

ミ
ン
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
も
分
泌
す
る
。

う
つ
病
の
原
因
は
セ
ロ
ト
ニ
ン
不
足
。

セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、
①
太
陽
光
を
あ
び

る
、
②
た
ん
ぱ
く
質
を
摂
取
す
る
、

③
よ
く
笑
う
こ
と
で
増
え
る
。

い
つ
も
「
楽
し
い
」
と
考
え
て
い
る

と
、脳
の
「
楽
し
い
回
路
」
が
興
奮
し
、

不
安
の
神
経
回
路
に
血
液
が
流
れ
な

い
の
で
、
よ
く
笑
え
ば
、
う
つ
病
に

な
り
に
く
い

(4)
最
近
、
笑
い
に
よ
る
治
癒
力
向
上
を

活
用
し
た
医
療
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

■
カ
ー
ル
・
ル
イ
ス
は
笑
っ
て
加
速

(1)
カ
ー
ル
・
ル
イ
ス
は
80
ｍ
あ
た
り
で

笑
い
、
加
速
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
「
笑
う
と
体
が
軽
く
な
り
加
速
で

き
る
」
と
答
え
て
い
る
。

(2)
ウ
サ
イ
ン
・
ボ
ル
ト
も
よ
く
笑
う
。

Ｑ
ち
ゃ
ん
も
い
つ
も
に
こ
に
こ
。
笑

顔
の
い
い
選
手
は
い
い
成
績
を
残
し

て
い
る
。

■
笑
っ
て
長
生
き
を

(1)
健
康
で
長
生
き
を
す
る
秘
訣
は
よ
く

笑
う
こ
と
。

(2)
人
間
に
は
「
ミ
ラ
ー
細
胞
」
が
あ
り
、

相
手
の
表
情
に
共
感
す
る
の
で
、
笑

う
と
人
間
関
係
も
よ
く
な
る
。

(3)
ユ
ー
モ
ア
人
間
に
な
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
①
ま
ず
、
挨
拶
す

る
こ
と
、
②
相
手
の
美
点
を
さ
が
し

て
ほ
め
る
こ
と
、
③
駄
じ
ゃ
れ
を
い

う
こ
と
、
日
常
生
活
の
中
で
、
楽
し

い
こ
と
を
見
つ
け
、
笑
い
の
ネ
タ
を

さ
が
し
て
、
笑
顔
を
つ
く
り
、
明
る

く
元
気
に
。
さ
あ
、
み
な
さ
ん
も
。

「
笑
っ
て
も
っ
と
元
気
に
」

●
笑
い
に
よ
り
免
疫
力
が
向
上
し
自

然
治
癒
力
を
高
め
る　

●
健
康
で
長

生
き
の
秘
訣
は
よ
く
笑
う
こ
と

身振り手振りで
藤井講師

消
費
税
の
検
討

(1)
ま
ず
、
負
担
方
法
を
税
か
保

険
料
か
な
ど
を
考
え
る
べ
き
。

▼
そ
の
う
え
で
、
仮
に
消
費
税
率
引
上

げ
を
検
討
す
る
と
し
た
ら

①
使
途
を
社
会
保
障
限
定
と
す
る
こ
と
。

②
社
会
保
障
の
望
ま
し
い
水
準
を
明
示

し
、
負
担
水
準
を
説
明
す
る
こ
と
。

③
歳
出
を
精
査
し
徹
底
的
に
無
駄
を
省

く
こ
と
。

④
再
分
配
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
所

得
税
・
法
人
税
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

⑤
益
税
な
ど
の
現
行
制
度
の
矛
盾
を
解

消
す
る
こ
と
。

⑥
税
率
を
引
上
げ
る
場
合
は
、
総
選
挙

で
国
民
の
審
判
を
受
け
る
こ
と
。

▼
政
権
交
代
の
意
義
は
、
市
民
の
声
を

反
映
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
意
見
を
示
す
義
務
も
あ
る
。

消
費
税
の
現
状
と
課
題

▼
平
成
21
年
度
：
10
・
１
兆
円
。

▼
国
が
使
え
る
の
は
5.9
兆
円
（
他
は
地

方
）。
使
途
を
①
基
礎
年
金
、
②
老
人

医
療
、
③
介
護
の
高
齢
者
三
経
費
に
限

定
し
て
い
る
が
、
区
分
経
理
で
は
な
く
、

他
の
財
源
を
押
し
出
し
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。

▼
消
費
税
は
逆
進
的
税
だ
が
、
社
会
保

障
目
的
な
ら
ば
再
分
配
機
能
に
よ
り
逆

進
性
は
薄
ま
る
。

▼
社
会
保
障
の
充
実
に
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
と
り
わ
け
消
費
税
率

の
論
議
を
避
け
て
通
れ
な
い
。

法
人
税
の
現
状
と
課
題

▼
平
成
21
年
度
：
10
・
５
兆
円

▼
国
税
は
30
％
、
小
渕
減
税
前
の
37
・

５
％
に
戻
す
と
、
2.6
兆
円
の
増
収
。

▼
財
界
が
主
張
す
る
実
効
税
率
39
・

５
％
を
30
％
に
減
税
す
る
と
、
3.5
兆
円

の
減
収
。

▼
財
界
は
、
国
際
比
較
で
日
本
の
法
人

税
は
高
い
と
主
張
し
て
い
る
。
最
近
、

鳩
山
首
相
も
「
国
際
競
争
力
を
高
め
る

た
め
、
法
人
税
を
下
げ
る
」
と
言
っ
て

い
る
が
、
国
際
比
較
で
は
日
本
企
業
の

社
会
保
険
料
負
担
は
低
く
、
特
に
医
療

保
険
料
の
負
担
は
低
い
。
社
会
保
険
料

を
含
め
た
企
業
の
負
担
の
あ
り
方
を
議

論
す
べ
き
。

所
得
税
の
現
状
と
課
題

▼
平
成
21
年
度
：
15
・
６
兆
円

▼
小
渕
減
税
に
よ
り
、
個
人
所
得
税
率

最
高
ラ
ン
ク
は
50
％
か
ら
37
％
に
下
が

り
、
現
在
は
40
％
。

▼
税
率
を
元
に
戻
す
（
現
行
40
％
→

50
％
）
べ
き
だ
が
、
税
率
を
上
げ
て
も

高
所
得
者
は
少
な
い
の
で
、
税
収
増
に

つ
な
が
ら
な
い
。

※
課
税
所
得
900
万
円
以
上
（
給
与
収
入

1400
万
円
以
上
・
税
率
33
％
・
40
％
）

の
層
は
納
税
者
数
の
2.1
％
で
、
納
税

総
額
は
4.8
兆
円

▼
所
得
税
を
社
会
保
障
の
主
財
源
に
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
課
税
ベ
ー
ス
が
拡
大

し
、
中
所
得
者
層
の
課
税
強
化
に
な
っ

て
し
ま
う
。

７８
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▼
４
月
２
日
、
幹
事
会
終
了
後
会
計

監
査
。
戸
張
監
査
、岩
渕
監
査
が
参
加
。

▼
４
月
５
日
、
退
職
者
会
規
約
改
正

案
と
本
部
機
関
紙
発
送
費
用
の
取
扱

い
に
つ
い
て
、
本
部
と
意
見
調
整
。

庄
司
事
務
局
長
、
小
林
事
務
局
次
長
、

戸
枝
会
計
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
４
月
23
日
、
定
期
総
会
開
催
前
に

第
10
回
三
役
会
と
第
７
回
幹
事
会
を

開
催
。
規
約
改
正
案
を
一
部
修
正
し

て
総
会
議
案
と
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
▼
同
日
、第
３
回
定
期
総
会
。

参
加
者
は
31
名
。
▼
総
会
終
了
後
懇

親
会
。
▼
懇
親
会
終
了
後
第
１
回
幹

事
会
。
メ
ー
デ
ー
参
加
態
勢
、
上
部

団
体
学
習
会
や
各
単
会
総
会
参
加
者

を
決
め
ま
し
た
。

▼
５
月
12
日
、
自
治
退
都
本
部
幹
事

会
が
自
治
労
都
本
部
で
開
催
さ
れ
、

渡
辺
会
長
（
幹
事
）
が
参
加
。
自
治

退
都
本
部
の
当
面
の
取
組
み
等
を
確

認
し
ま
し
た
。

▼
５
月
20
日
・
21
日
、
熱
海
の
「
ホ

テ
ル
大
野
屋
」
で
開
催
さ
れ
た
自
治

参
加
。
内
容
は
既
報
の
と
お
り
で
す
。

▼
５
月
17
日
、
都
庁
退
親
睦
交
流
集

会
。
筑
波
山
つ
つ
じ
見
学
・
や
さ
と

古
民
家
め
ぐ
り
・
い
ち
ご
狩
り
な
ど
。

戸
張
さ
ん
、
小
泉
英
さ
ん
、
小
泉
興

さ
ん
が
参
加
。
温
泉
も
あ
っ
て
楽
し

め
た
よ
う
で
す
。

▼
４
月
27
日
、
小
石
川
後
楽
園
涵
徳

亭
で
建
設
局
退
職
者
会
第
31
回
総
会
・

結
成
30
周
年
記
念
祝
賀
会
。
庄
司
事

務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
５
月
７
日
、
都
庁
職
会
議
室
で
主

税
局
退
職
者
会
定
期
総
会
。
総
会
後

懇
親
会
。
庄
司
事
務
局
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

▼
５
月
14
日
、
小
石
川
後
楽
園
涵
徳

亭
で
福
祉
保
健
局
退
職
者
会
第
38
回

定
期
総
会
。
川
端
自
治
退
事
務
局
長

の
講
演
も
あ
り
、
充
実
し
た
内
容
。

総
会
後
懇
親
会
。
渡
辺
会
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

▼
５
月
20
日
、
都
庁
職
会
議
室
で
都

市
整
備
環
境
退
職
者
会
第
27
回
定
期

総
会
。
総
会
後
懇
親
会
。
戸
張
副
会

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

※
都
庁
各
単
会
の
総
会
で
、
共
通
し

て
会
員
拡
大
を
課
題
に
し
て
い
ま
す
。

悩
み
は
ど
こ
も
同
じ
。

▼
５
月
24
日
、
第
１
回
三
役
会
と
第

２
回
幹
事
会
開
催
。
幹
事
８
名
参
加
。

▼
４
月
２
日
の
幹
事
会
以
降
、
事
務

局
会
議
・
事
務
業
務
は
、
４
月
・
５
回
、

５
月
３
回
で
し
た
。
総
会
準
備
も
あ

り
、
開
催
回
数
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

退職者会
活動日誌

退
関
東
甲
・
北
信
・

東
海
地
域
学
習
会
に
、

戸
枝
会
計
と
岩
渕
会

計
監
査
が
参
加
。
内

容
は
本
紙
報
告
の
と

お
り
で
す
。

▼
４
月
29
日
の
中
央

メ
ー
デ
ー
に
４
名
参

加
。
５
月
１
日
の
日
比

谷
メ
ー
デ
ー
は
18
名

　

平
成
16
年
の
税
制
改
定
に
よ
り
、

①
公
的
年
金
等
控
除
の
65
歳
以
上

の
上
乗
せ
措
置
廃
止
、
②
老
年
者

控
除
廃
止
等
が
行
わ
れ
、
年
金
に

対
す
る
課
税
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
者
連
合
は
、
こ
の
年
金
課

税
強
化
の
改
善
を
求
め
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

年
金
課
税
の
強
化
は
、
所
得
税

額
に
連
動
す
る
公
租
公
課
に
も
は

ね
か
え
る
た
め
、
高
齢
者
の
生
活

は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
怒
り
を
共
有
す
る
形
で
、

昨
年
、
民
主
党
は
①
公
的
年
金
控

除
の
最
低
補
償
額
を
140
万
円
に
戻

す
、
②
老
年
者
控
除
を
50
万
円
に

復
活
す
る
こ
と
公
約
に
掲
げ
て
選

挙
に
臨
み
、
政
権
交
代
を
実
現
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
政
権

交
代
後
も
、
老
年
者
控
除
の
復
活

等
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

民
主
党
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
税

制
に
対
す
る
考
え
方
は
、
所
得
控

除
か
ら
税
額
控
除
へ
転
換
し
、
あ

わ
せ
て
低
所
得
者
へ
給
付
す
る「
給

付
付
き
税
額
控
除
」
を
導
入
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

民
主
党
は
、
今
年
７
月
の
参
院

選
向
け
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
検
討

に
入
っ
て
お
り
、
近
々
骨
格
を
ま

と
め
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
老
年

者
控
除
の
復
活
が
見
送
ら
れ
る
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
期

待
が
総
選
挙
で
発
揮
さ
れ
て
政
権

交
代
を
実
現
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、

約
束
を
た
が
え
る
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

退
職
者
連
合
は
、
４
月
13
日
に

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
作
成
の

年
金
・
税
制
部
門
を
担
当
す
る
「
国

民
生
活
研
究
会
」
会
長
の
中
野
寛

成
衆
議
院
議
員
な
ど
に
要
望
を
伝

え
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
こ
の

席
で
民
主
党
側
か
ら
、
①
約
束
は

大
切
に
す
る
、
②
国
の
財
政
事
情
・

負
担
の
仕
組
み
・
税
の
再
分
配
機

能
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
金
課
税
制
度
の
改
善
は
、
当

面
す
る
重
点
課
題
で
す
。
政
府
・

民
主
党
に
約
束
を
守
ら
せ
、
改
善

の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

年
金
課
税
問
題
の
前
進
へ
向
け
て

退
職
者
連
合
が
民
主
党
に
要
請


